
令和４年度 第４回吉田支所管内の振興に係る地域懇話会概要

日 時 令和 5年 2月 8日（水） 10 時～11時 55 分

場 所 吉田支所

出 席 者 地域懇話会委員、地域活性化アドバイザー、事務局

会 次 第

〇協議事項

①第１期鹿児島市地域活性化計画（吉田地域）（案）について

②地域活性化計画に基づく事業の実施について

主な意見等

・第１期鹿児島市地域活性化計画（吉田地域）（案）について

【各委員等からの意見】

〇 特認校について、宮小学校は児童数が徐々にではあるが増えてきているが、本城小

学校はそこまで増えていない。本城小学校は増えていないところには、何か別の理由

があるように思う。

〇 吉田小学校の６年生は、吉田北中学校にそのまま進むという児童が少ない現状があ

る。なぜ、６年生が吉田北中学校に進学せずに他の中学校に進学するのかを考えてほ

しい。

【事務局】

〇 学校関係については、学校の先生方にも聞いたりして調査してみたい。

・地域活性化計画に基づく事業の実施について

【各委員等からの意見】

〇 ペダルなし二輪遊具イベントの際は、せっかく吉田地域外から来られる方もいるだ

ろうから、体育館で各小学校の活動や取組み等を紹介するのもいいのではないか。

〇 盛り沢山にせずに、ペダルなし二輪遊具の体験会、競技会をして、体験型施設整備

の機運を高めるという目的があるので、そちらに集中した方がいいのではないか。

〇 夏のイベントについて草花を使った川遊びとして、例えば笹舟競争や草笛体験など

はどうか。その作り方は、地域の高齢者の方に指導していただければ、またそこに高

齢者と子どもたちとの交流も生まれていいと思う。

〇 若者向けの商品開発が必要なのかと思う。県内には調理科がある高校が、神村学園

とか城西高校などいくつかあると思う。そういう高校の生徒さんにご協力いただい

て、開発してもらうのもいいと思う。

〇 吉田で３日間ぐらい住んで魅力を体験していただく、お試し移住というのはどうか

と思う。地域の魅力というのは、住んでみないと分からないと思うので、家族で住ん

でもらって体験してもらうという取組みもいいのではないかと思う。

〇 吉田で暮らすための支援の検討のところで、小学校の入学生にお祝い金はどうかと

思う。一輪車を送るのもいい。特認校で来る家族に対しては、空き家をリフォームし

て住んでもらうとか、吉田に住むと職場が遠いということであればネット環境の整備

とかしていけばいいのではないか。どんとお金をあげるのもいいが、例えば輝楽里よ

しだ館などの地元の店で使えるぐりぶークーポンみたいなクーポンや商品券などを

あげるのもいいと思う。

〇 実行委員会の地域への声掛けについてだが、公民館ではいろいろな講座が開かれて

いると思う。受講者は、学びたい、習いたいと意欲的な人が多いと思うので、そうい

う方々に声掛けをしてみてはどうか。

〇 ６０、７０代の高齢者の方はまだまだ元気なので、施設ができたらその点検とか時

間のやり繰りなどをお願いしたらどうか。こういう実行委員会を立ち上げるという話

を高齢者が集まる場所で説明して協力をいただけないかとお願いすれば、高齢者にと

っても子や孫のためでもあるので、いろいろな意見もいただけるのではないかと思

う。

【地域活性化アドバイザー】



〇 地域でいろいろな活動されている方、自分の趣味とか好きなことをされている方

が、好きなことをやりつつ将来できる予定の施設運営まで担っていただくことが理想

であり、いろいろな方々との交流が生まれて地域が盛り上がっていくと思う。


